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娘から見た学長本間喜一と愛知大学
｛殿岡］ 皆様、ごきげんよう。記念センターの
本間喜一展示室にある資料などをご覧になります
と、父ってずいぶん体制派の堅くて面白味のない
男かとお思いになりますが、とんでもないんです。
本当は落語家にしたいくらいの賑やかな、会話の
好きな笑いの絶えない男でございます。私が生ま
れた時はもう長という名前の付く役職におりまし
たので、父の若い時のことは本人から聞いたこと
が多いのですが、若い時は「喧嘩の本間」と言わ
れたくらいで、それは議論の上のことですが、い
ろいろと討論するのが好きだったらしいのです。
父は 13 歳の時に中学入学のため東京へ出てまい
りましたが、それまでは山形の米沢で上杉藩の
侍の家に育ちまして、上杉藩の素朴な、人間形成
に役に立つ謙虚で質素な暮らし方をしておりまし
た。父の父親は、 14 患の時に上杉藩の一番の年
少で戊辰の戦に出陣しております。父によく戊辰
の戦のことを話してくれたそうです。非常に載し
い家だったのですが、父親は厳しくて母親は温か
いという、戦前の日本における一番典型的な育ち
方でございました。
私が生まれ育ってきた父との家庭は、本当に
明るいんです。女中達もいつでもニコニコしてい
ますし、書生さんもニコニコしている。なんであ
んなに人を楽しませるのがうまいのかなというの
が、私の父に対する一つの見方です。人に嫌な思
いをさせたことがないと思います。人に恥をかか
せないということもございます。ですから私は父
本間名誉学長長女殿岡歳子
長男忠彦と父本間喜一、母萱亀さん
から勉強しろと言われたことがないのです。点が
悪くてはだめだとかいうことも一切言われたこと
がない。父が申しますには、「自分から進んで勉
強したいと思わなければだめなんだ、そういう環
境を作ってあげなきゃいけないJ と、そういう言
い方でございました。皆さん勉強部屋は南向きの
暖かいところがいいと思われるでしょう。でも父
は、勉強するところは北向きの、少し寒いところ
がいいと。父の勉強部屋は確かに北向きの、昔だっ
たら書生部屋でしょうか、玄関の横の部屋で、昔
の家ですからそこまで暗い廊下をずっと渡ってい
かなきゃなりませんので、子供の時は父の部屋に
行くのが恐かったように覚えております。でも襖
を開けて「パパ」と言って膝の上へ乗っかると、
そこはもう春のように暖かい、楽園のようなとこ
ろでございました。引き出しを聞けると中にチョ
コレートとか、薬屋のおまけの品などちょっとし
たものが入っているのが常でした。私は引き出し
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を開けるのが楽しみでした。不思議なことに、次
兄も私も猫も犬も一人ずつ、一匹ずつ父の部屋を
訪れましたo 父の愛情にどっぷりと漬かりたかっ
たのです。
本間家族
前列左父本間喜一
母登亀
後列左より長男忠彦・満里子夫婦
中央次男昌二郎看護婦さん
麗子筆者
父は武士の情けの分かる人間だったと思って
おります。 l直i様相手に逃げ道を聞けておくような
情けがありました。とことん相手が立ち上がれな
くなるようなことはしなかった。最高裁にいる時
もそうでしたし、弁護士の時もそうなんですけれ
ども、いい仕事とかお金になる仕事はお弟子さん
とか友達に向けていました。それで友達が喜ぶ
のを心の底からすごく嬉しがりました。また大学
生当時の先生方を始めお世話ーになった方々を一生
忘れない男でございまして、その方々がお亡くな
りになったあとのご家族の面倒をずっと見ていま
した。自分が老いてきますと、速いところは私が
一人で盆暮れの挨拶に行くようにと申し付けまし
た。私はよく小田原の三淵忠彦最高裁長官の未亡
人のところをはじめ、いろいろ関係のあるところ
にご挨拶に行くのが常でございました。
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また父は大変お金にきれいな男で、お金を集
めるのも、また使うのもうまいんですが、お金に
対して人から指をさされたことがありませんでし
た。いつも申しますには、「男が失敗するのは金
と女だ」と。だから注意しなきゃいけないという
ことを言っておりました。また人を喜ばせたり楽
しませたりするのには、家庭の中が楽しくなきゃ
だめじゃないかと。ですから細君を喜ばすのがう
まかったですね。母なんかだまされっぱなしじゃ
なかったかなと思います。上海の東亜同文書院に
行く前に北京のほうに仕事がございまして、どう
いうわけか存じませんけれども内山書店のおじい
さんの方（内山完造）とも仲良しだ、ったんですね。
内山番－店のお店が上海にありました時に父がまい
りましたら内山さんが「あれ、奥さんご一緒じゃ
ないんですかJ と聞いてとても残念がったという
母宛の葉書がございまして、その隅っこに「美人
は得だね、覚えられて」と括弧して書いてあるん
です。昔の男の方で奥さんにそんなこと書く人っ
ていないでしょう。それをちゃんと書くんです。
だから母はすっかり嬉しがっちゃう。そういうと
ころもございました。
また嘘をつかない男でございました。これは子
供に対しでも、絶対（という言葉は神以外使っちゃ
いけないんですけれども）嘘を言わない。何でも
約束したことはやってくれました。一つの例とし
て、私が自動車のライセンスを取得したらキャデ
ラックを買ってあげると申しました。数年後、本
当にきる大会社の社長のキヤデラックを私にも
らってくれました。日本に数台しかない車でした。
キャデラックは大学に置き、愛知大学の威光を必
要とした時に乗りつけました。私は自分用にオー
スチンを使っていました。実業家の梅村理事の令
嬢の結婚式に京都まで運転手の倉橋さんと父と三
人で名神ハイウェイーをドライブしたのが良い思
い出でございます。ですから豊橋にこの大学を作
ります時も、豊橋の市長さん始め皆様方には、嘘
をついていないと思います。
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愛娘の毘子さんと（昭和 40 年）
豊橋の女学校も、助けてくださいと言えば理事
になって助けたり、女子短大についても豊橋市に
対するお礼の意味を含み設立しております。豊橋
にとってはマイナスな男ではなかったと私は思っ
ております。
それから非常に人生に綾密な計算をする男でし
父本間喜一氏の想い出を語る筆者
た。夏になりますと山形の温泉にまいります。そ
の時の計画の立て方、それから荷物に何を持って
いくかというのをし 2 、 3 、 4 と番号をふって
書いてあるんですね。それに従って自分で荷物を
作っておりましたし、私もそれを見せてもらうと
ああこれが必要なんだ、あれが必要なんだと物を
鞄に入れることができました。こんなものまで書
かなきゃならないかなというようなものまで細か
く書いてある。ですから大学を作る時も、勢いに
任せてパッパッと作ったのではございません。同
文書院の学生さん達がみんな戻ってらして、行き
場所がない、どうしよう、どうしようというその
盛り上がりを、まるで波乗りの波の山に乗るよう
に父はうまく乗ったなという感じがいたします。
大学を作る時はたいてい金持ちの人がお金を
持ってきて、お金に糸目なく作りますでしょう。
父は引き揚げてまいりまして上陸の時に固から
日本円札をもらいましたが、翌日はそれに切手を
貼らないと新札として使えないんですね。使えな
いお金と分かっていてその日本円札を政府は引揚
者に渡したのです。父は憤慨しておりました。で
すから帰ってきた時はもちろん無一文です。父が
持ってきたのは大きなバケツの中に大根と人参と
蕪など、生でも食べられるものが入っておりまし
て、それにゾリンゲンのナイフが 1 つ。そんな物
をぶら下げて帰ってまいりました。ですから大学
を作る時はほんとに皆様のご援助と、学生遠の大
学がほしい、作ってほしい、作りたいという信念
と、作ってあげたいという気持ちだけが渦を巻い
ておりました。東京には何も建物が残っていませ
んから東京ではとても無理なんですね。食べ物も
ありませんから。豊橋のここが空いているという
のは同文書院の学生で大野さんという方がこちら
の御名家の出でいらっしゃって、現ぎ付けた。そ
れを神谷さんという同文書院の先生でやはり三河
の御名家の方に話し、神谷先生がすぐ東京へすっ
飛んできて「今なら空いてるよj と。ですからこ
こへ入れたんです。それも御当地に御挨拶に伺っ
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た時にあの堂々たる横田市長さんが引き受けてく
ださらなかったらとてもできないことで、それは
もういつの時代になっても豊橋市の方々の熱意を
忘れては申し訳ないと常に父は思っておりました。
100 年前建造物（国文化財登諒）の元学長室には 200
× 150cm のジャンボ肖像写真が．飾られている
当時の文部省は、お金がなくても大学ができ
るんだなというのが初めて分かったというんです
ね。係りの役人は、畏敬の眼差しで父を見ていま
した。驚いたことに愛大の教授の中に「愛知大学っ
て新制大学じゃないんですか」とおっしゃる方が
いるので私はエーッと思いましたが、私は大声で、
声高らかに申し上げます。「愛知大学は旧制の大
学でございます」東海 6 県と言っていいのか、三
重から富山まで入りますし静岡を入れる時もござ
いますが、だいたい東海 6 県に大学は理系の名古
屋大学だけでございまして、文系の大学はなかっ
たんです。ですからここに作ればこの地方の人達
は大学の恩恵にあずかれる、地方の文化が発展す
るんじゃないかと、そういう意味もありましてこ
こに決めたんですね。ですから豊橋は発祥の地で
あり、どんなことがあっても忘れてはいけまいと
ころです。何か豊橋の方々は大学が名古屋にみん
な行ってしまうんじゃないかと ，（.、匝己なさっている
ということも時々伺うんですが、そんなことはあ
りません。御当地豊橋は愛大の生みの親でござい
ますから、大事に大事にさせていただかなきゃい
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けないと思っておりますし、こんな素晴らしい場
所というのはもう 2 度と手に入りません。市民の
方々ももっとフルに愛大を活用していただいてい
いのじゃないかなと思いますので、今度、（愛知
大学東亜同文書院大学記念センター）友の会がで
きたということで大変安心しております。
また父はいつも明日を考え、来年のことを考
えていると言うんですね。常に先のことを考えて
いないとやっていけなかったらしいですよ。それ
はそうでしょう。何しろ授業料だけしか頼りにな
らない。その授業料を安くしなきゃ学生さんに気
の毒でございましょう。ですからギリギリなんで
す。物価は上がってきますし、その中でみんな我
慢して、毎日未来を考えながらゆくというのが初
期の頃の愛知大学でございました。ですから最初
の頃は給料体系が、事務とか用務員さんのほうが
学長より高かったはずです。逆さまになっていま
した。父に言わせると、上の人達はどこかからか
貰い物があるだろう、だから何とかやっていける
んじゃないかなということで。でも、今月はいい
けど来月のお給料はどうしようというくらい大変
でございました。昔からいた女中がいつも申しま
すが、豊橋から来るお客は「お金お金、先生、お
金J ということばっかした、ったと。そうすると父
は「大丈夫だよ、僕が作って持ってくよ」と。そ
れで安心して庶務課長や会計課長がお帰りになっ
ていったのをちゃんと見ております。父の友人の
安倍能成先生だって戦後、学習院院長におなりの
時は、知人の顔をみると「寄付をして下さいj と、
「寄付」、「寄付」とおっしゃるものですから、人々
から「安倍能成…号を寄付と称すJ と笑われたそ
うです。どこの大学も台所は火の車でした。今は
こんなふうに、溢れるばかりのお金じゃないとし
ても自由にお金が使えるようになって、名古屋の
新校舎もどんどん計画が立てられ、何とも言えな
い幸せた‘と思っております。父がもしも生きてい
たらどんなにかうれしがりましょう。やはり計画
をしっかりと立てていたからこういうふうに少し
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ずつでも控かになっていったのではないかなと思
います。上に立つ人間が儲けを自分の懐に入れて
いたら、それこそ人は付いてきませんからね。会
計は学生さんにでもお見せできるような仕組みで
ちゃんとやっておりました。これが父の方針でした。
新しく出来た本間喜一展示室には、生いたちから学寮
時代、上海時代、最高裁判所時代、愛知大学長時代の
資料が並べられている。
あれは授業料値上げの時なんですが、学生の
親分の方が学長室にパンとお入りになった。今は
父の大きな写真が飾ってありますあの部屋に。そ
して値上げの文句を言おうと思ったらしいんで
す。そうしますと父はどんな方にも同じ言葉で相
対するのが本筋でございましたから、上は陛下か
ら下は最高裁の事務員さんまで「あなたJ と言う
んで、すね。「おまえ」とかそういう言葉は使いま
せん。「あなたどうぞお掛け下さいJ と手を差し
伸べました。その学生がふと見た父の背広の袖口
はかがってあるんですよ、すり切れたところを。
私、一生懸命直しましたから覚えています。ワ
イシャツの袖と襟は破れたら裏返しにすればいい
んだと。それも私、直しておりました。時計はス
テンレスのまあ時聞がはっきり分かればいいとい
うような安い時計でございます。その手がグッと
伸びた途端に学生は頭を深々と下げて出ていって
しまった。その学生御本人からこのあいだ私は伺
いましたが、月謝値上げに怒鳴り込んでいこうと
思ったと。その時に「あなたどうぞお掛け下さい」
と言われて父の洋服と時計を見た途端、もう何も
言えなくなった。あの時にポタニーの、イギリス
サージの上等な背広にすごい時計でもしていれば
授業料値上げに噛みついてやろうと思ったと。そ
ういうところが父のうまいところかも知れません
が、 fいいんだよ、僕は清潔でつぎがあたってれ
ばちっとも恥ずかしくないんだんと申しており
ました。
卒業生の方々が記念に金一封をくださるんです。
そうしますと全部学校に寄付しちゃうんです。そ
れが分かってきたもんですから卒業生の方々もお
利口になって、今度は名古屋の丸栄の紳士服売場
のところで洋服を作る条件のもとに商品券をくだ
さるんです。ですから名古屋に行って紺の背広を
作ってきました。嬉しくて嬉しくてもう、ばか猫
が初めて鼠を取って振り回し、あちらこちらに見
せて回るように、新しい背広を着ては「これは卒
業生がくれたんだよ、これは卒業生がくれたんだ
よ j とあっちこっち、文部省にまでも言ったこと
を覚えています。
父の鞄の中にピンクの可愛い封筒がありました。
父は女子校の理事の給料を同校の図書館に寄付を
して来ますので、学生遥からの御礼の手紙でした。
「僕は清潔にさえしていればいいんだが、（ここは
内緒なんですが）他の大学とか他の人達が父を見
た時に、大学がこんなに貧しいのかと思われたら
嫌だから、あなただけはしっかり賛沢していいよ」
と言われまして、お陰i憾で私はだいぶいいものを
着させてもらいました。いつでも方々へ行く時に
私を引っばって歩くんです。自分と私とを対比さ
せて、質素だけれども金はありそうだと思わせて
たのじゃないかなと思います。文部省とか私学団
体とか、いろいろなところに連れていってくれま
した。それは私に人物ウォッチングをさせるため
だ‘ったかなと思っています。それで会合に出たあ
と「あなたはどう思う？」って聞くのですね。私
は自分の，思った通りのことを言いますと「うーん
なるほどな、そういうふうにとるかな」と言って、
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「あの人はかくかくしかじか、こんな経歴の人物
だ」と教えてくれました。
なぜ父が長生き（95 歳まで生きました）でき
たかなと言いますと、父の生活習慣が老化の進
展を遅らせたのだろうと私は思います。奥さんを
60 歳の時に亡くしておりますから、だいたい独
り身になりますと男というのはバッタバッタと老
化して死ぬのが早いんですけれども、 95 までボ
ケずに生きられたというのは父なりの生活習慣の
結果だと私は思っています。よく体を使いました。
父の手紙を見ていますと、豊橋から何日に東京に
行く。それで何日は名古屋の法廷に立つからまた
帰らなきゃならない。本当に 1 週間の間に名古屋
を 2 往復なんでいうのはざらなことですし、それ
から東京で裁判があればまたチョコチョコッと上
京します。体を非常に動かしていました。散歩も
よくしておりました。常に現在の生活を嫌だとい
うふうには一言も申しませんで、現在に幸せを感
じる男でした。「生きてて楽しい」と言うんですね。
明日が楽しいと。人にとても感謝をするのがうま
かったですね。「ありがとう」という言葉のみな
らずその人が喜ぶような言葉を言うんです。生半
可な言葉ではございませんで、その人の一番喜ぴ
そうないいことを前もって調べていましたね。外
交官になればよかったのじゃないかと思うくら
いに詳しくいろいろと調べて、その方が歯の浮く
ようなお世辞じゃないんですけれどもそこまで自
分を見てくれてたかなということ、それから奥様
のこと、お子さんのことを本当によく調べて、人
を喜ばすのが上手な男だったなと思っております
し、また人が喜ぶことで自分も楽しんでいたよう
に思います。好奇心を持っていて、常に脳を動か
して考え事をしている。その考え事も面白いんで
すね、あんな年になっても化学の勉強とか物理の
勉強が好きで、孫の教科書を取り上げて一生懸命
本を読んでいました。学習の習慣を続けておりま
したから記憶力が保たれたのじゃないかなと思い
ます。私達は年を取るとどうしても若い人みたい
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にいろいろな新しいことを覚えられなくなってい
るらしいんですけれども、毎日使っていればそれ
なりの記憶力が養われているそうです。父は勉強
することによって自分を老化させないように努め
ていたように患います。
それから目標というものを常に持っていたよう
に思います。今度愛大のあれはこうなるといいな、
こっちのほうは建物をどうしたらいいかなとか、
学生はどういう配分にしたらいいかなとか、ほ
んとにいろいろな目標を持って考えて、その通り
やっていくんですね。そういうのもやはり老化を
防いでいたかなと思います。それから結果が出ま
すととても嬉しがりましたね。豊橋から東京に報
告の電話がありますと、「よかったな、よかった
な」と言ってまた当分の間楽しんでいるようでし
た。何かそういうふうに結果が出ることによって
ドーパミンとかが増えるんですってね。そのドー
ノT ミンが出るとアルツハイマーにならないという
ので、なるほど彼がボケないのはそういうところ
かなと，思っております。本を読む習慣を常に持っ
ておりました。白内障の手術をしたものですから
昔は牛乳旗の底のような厚い眼鏡をかけないと調
節できなくて、片目で見ていたはずなんですが、
本はよく読んでおりましたし、物事を fまあいい
やJ と言っておっぽりだしたりしない人間でした。
「何でお父様長生きおできになるの」と開きまし
たら、クスッと笑って「ぱかな子を残して死ねな
いよ」と言うんです。なるほどなと思いまして、
私がいろいろ親不孝をするのは父を長生きさせる
ための 1 つの手段だと d思って、いつも私は甘えて
おりました。
愛大というものにものすごく信頼と愛a情を持っ
ておりました。健康診断で老人病院へ行かなけれ
ばよかったと考えます。院内感染で肺炎が移つで
あれあれという聞に亡くなりましたo だいぶ悪く
なってから「お父様がんばってよ。こんなことで
晶子 l 人残したらどうするの」と言いましたら、
「君、大学があるよ、卒業生があるよ」と言って
東亜同文書院大学記念センター fりニューアル・オーブンJ お披露目会
平成 13 年 5 月 25 日 本間喜一名昔学長胸像
除幕式に招待された、本間三兄妹胸像右長男忠彦氏、左長女慶子（筆者）、
次男昌二郎氏
くれたんですね。今つくづく父の言葉が身に泌み
ております。いつでも何か助けてくださるのは大
学であり、卒業生の方々です。お年をお召しになっ
ても「晶子さん大丈夫かいJ とおっしゃってくだ
さって、いつも楽しませてくださいます。ですか
ら私にとって愛大は、父が死んだからといってま
るっきり縁の無くなる大学ではないと思います。
父が子供のように大切にしていた大学を、私は自
記念セレモニーお披露目のテープカット
中央佐藤元彦学長、右隣筆者
分の兄弟だと，思っております。ですから大学の発
展をずっと見させていただきたいと思います。教
会で葬式をいたしましたが、父はクリスチャンで
はありません。法哲学者ですからパイプルは牧師
よりも深く読みこなしておりました。父は般若心
経が大好きで、よく口ずさんでおりました。軍の
理不尽から学生を守り、学問の自由を大切にし、
アメリカ占領時代 GHQ の横暴にも屈せず、 トン
チで切り抜け、天下の王道を堂々と歩んだ父は、
まことに真実味のある、約束を守る、武士の情け
の分かる、あったかみのある男でした。皆様にも
そう思っていただけたらと思います。拙い話でし
たが失礼いたします。
昭和 62 年 5 月 9 目、 95 才で亡くなる丁度 1 ヶ
月前に筆者が詩んだもの
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